
おふでさき出版史－「おふでさき公刊90年に寄せて」を読む

天理教にとって「原典一」とされ最も大切な書物である「おふでさき」は、1928（昭和3）
年に天理教教会本部から公刊されました。2018年はそれから90年ということで『みちの
とも』2018年10号は「おふでさき公刊90年に寄せて」という特集を組みました。この記事
をもとに「おふでさき」の歴史と今後の課題を考えてみました。

『みちのとも』P7
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22～25頁に略年表が

出ています。「おふでさ
き」関連の記事は太字
になっていて大変分か
りやすい。
一，二号が明治2年に
書かれ、三号が7年か

らになっています。これ
は三号の表紙に「明治
七戌年一月ヨリ」とある
からで、他の資料（外冊
－おうたに書いた日の
記載がある）からみると
明治6年11月22日頃か

らと考えられています。
これはその内容を考え
る上ではたいへん重要
な意味を持っています。

それはともかく、明治
7，8年に三～十一号が
書かれ、9年以降はほ
ぼ1年に1号づづ書かれ
ていることが分かります。
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1928（昭和3）年に「おふで

さき」が「註釈」が付いた形
で刊行されます。この時の
「註釈」が現在もほぼその
まま使われています。
1938,39（昭和13,14）年は

「革新－国家の圧力で教義
を変える」が行われて、「お
ふでさき」が回収されます。
ただ、この時回収されたの
は各教会に配布された「豪
華本」で日常読む「普及版」
は対象外だったようです。
また、この年表にはありま
せんが、1940（昭和15）年

には奥付に「縮刷四版」と
ある紙質の悪い本が発行さ
れ、その版が1996（平成8）

年頃の教会本部の「おふで
さき」拝読の時に使用され
ていたそうです。これは昭
和15年からずっとその版を

使い続けてきたということな
のでしょうか。
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「特集」の8頁の「まえがき」とは1928（昭和3）年４月に発行された『おふでさ

き 第一號、第二號』に付けられたもので、現在の『おふでさき付註釈』にも
載っています。この「まえがき」について「特別寄稿－おふでさき公刊90年に

思う」は「『よろづよのせかい一れつ』という言葉が繰り返し（七回）使われてい
ることが印象的である」と記し、「人間の聖典と見て万世に伝えてあやまりなく、
海外に及ぼして惇らぬものである」という部分を引用しています。

1928年の『おふでさき』は、4月『おふで
さき第一号、第二号』、5月『おふでさき
自第三号 至第五号』、6月『おふでさ
き 自第六号 至第九号』、7月『おふ
でさき 自第十号 至第十三号』、8月

『おふでさき 自第十四号 至第十七
号』の順に全5冊が刊行されています。
（「おふでさき刊本小史－資料一覧」〈『天
研』創刊号.巻末P3.安井幹夫.天理教校研究
所.1996〉による）

『みちのとも』2018.10号.P14）

また、「まえがき」では、世界一れつの神の子に伝えるためには翻訳されるべきだと、
すでに翻訳の問題を論じておられることが注目される。特に「よろづよのせかい一れつ」
という言葉が繰り返し（七回）使われていることが印象的である。

たとえば、おふでさきは天理教徒の聖典として、しまっておくものではなく、「『よろづよ
のせかい一れつ』にあやまりない真理であり、あらゆる人間の陽気ぐらしの根本をお示し
になったものである以上、人間の聖典と見て万世に伝えてあやまりなく、海外に及ぼして
惇らぬものである」と、本教の目指すところが、全人類の陽気ぐらしであるとの大前提に
立って、そのための根本を示されたおふでさきは、世界中の人々に、末代かけて伝えら
れるべきであると、基本的な姿勢を明示されている。

顧れば、早くも大正十四年には天理外国語学校を創設して、海外布教のための人材
の育成に着手し、おふでさき理解の一助にもと図書館を設立、原典の印刷にと教庁印刷
所を設けるなど、教祖の教えを日本国内はもとより世界一れつに伝えるための布石を打

たれている。 （「おふでさき公刊90年に思う」上田嘉太郎P15）

「おふでさき」は人間の聖典－昭和3年「まえがき」

おふでさきは、既に教祖様のひながたの道を辿りつつある天理教徒の聖典として、しまっておくものではない。教祖様が常に口
にされ筆にされたように「よろづよのせかい一れつ」にあやまりない真理であり、あらゆる人間の陽気ぐらしの根本をお示しに
なったものである以上、人間の聖典と見て万世に伝えてあやまりなく、海外に及ぼして惇らぬものである。（『おふでさき』「まえがき」）4



5

教内の方々はよく御承知の言葉だろうと思いますけれども、先の真柱の中山正善先
生が『「おふでさき」は人類の聖典である。』と言われたということであります。
中山正善先生は、実は私共の東京大学宗教学科の大先輩でありまして、私も大変お
教えを受けたことがかつてございますが、この正善先生が『人類の聖典』という言葉を使
われたというわけであります。また同時に正善先生は今日行われている読み方の裁定
を行われた方でもあります。つまりそういう意味では、「おふでさき」というものを教内でも
抜きんでて深く御理解になり、それを尊ばれた方であると思うわけであります。
それではいったい『人類の聖典』とはどういうことであろうかと考えますと、人類であり
ますから、もちろん天理教の信者の数も非常な数に上りますけれども、それ以外の大多
数は、やはり天理教の外の人達であります。そういう人達を含めて、人類全体の聖典と
いうお考えだろうと思います。
そのことは言葉を変えて言いますと、「おふでさき」には普遍性がある、つまり、これは
天理教だけのものとか、あるいは日本で生まれた宗教だから、日本だけのものというわ
けではなくて、世界中あまねく、それは意義を持った、そして価値ある経典であるという
意味であろうと思います。
このことを逆に申しますと、「おふでさき」は、もとより信仰の中の方々にとっては、ある
意味では絶対のものでありますし、評価を絶したものであるのは当然でありますけれど、
同時にまた、これは外の者、あるいは日本はもとより海外の国々の人々にとっても、批
判に耐える、そして、評価しうる内容の書物であるという意味であろうと思います。
「おふでさき」が持っております内容は、限りなく普遍的な性格を持っている、そしてその
ことが立証されていく過程が、また天理教が世界に拡かっていく過程であろうと思います。
（「『おふでさき』の歴史的思想的意義」村上重良1988.10.25.於天理市川原城会館講演）

この「人間の聖典」という言葉について、宗教学者の村上重良氏が1988年の「おふでさき公刊60年」の講演で「人類の聖

典」という言葉にはなっていますが、それは「おふでさき」が限りなく普遍的な性格を持っており、「そのことが立証されていく
過程が、また天理教が世界に拡かっていく過程であろう」と語っています。また、1916（大正5）年に発行された『評註御筆
先』の緒言にも「おふでさき」は「全世界の人類の為に下された聖訓」とのことばがあります。

『
評
註
御
筆
先
』大
平
隆
平
・
新
宗
教
社



出版年 題名 出版者（団体） 内容等

1893（明治26）年 おふでさき出版計画 益智親友社 甲賀系の信者が出版社に依頼したが中止、完成品は焼却。

1908（明治41）年 紀陽版おふでさき 天理教紀陽支教会 身近にあった写本を印刷製本。極秘に作成も教会本部に知れ、訓戒。

1916（大正5）年 評註御筆先 大平隆平 全文かな、若干の歌に註が付いている。〈国会図書館公開〉

1920（大正9）年 天理教宝典 天理教宝典編纂会 現物を確認できない。

1925（大正14）年 御筆先分類註解 広池長吉 内容別に歌を別け、歌ごとに大意を付けている。〈国会図書館公開〉

〃 御筆先訳文 天理教同志会 仮名漢字混在文（仮名にルビ）

〃 御筆先 安江明 ほぼ原文通りの仮名漢字で表記。若干の歌に註あり。〈国会図書館公開〉

天理教教会本部公刊以前の「おふでさき」

〈『天理教文献余話』早田一郎.2010.おやさと研究所〉による。〈国会図書館公開〉は、国会図書館のホームページで読むことが出来ます。

熱心な信仰者が原本、あるいは、その写本を書き写して自ら親しみ、人にも伝えていたこ
とは教祖ご在世中からあり、おふでさきの存在は、いわば公然の秘密であったと言えよう。
それは、「実際は十七号ふでさきという、珍しいものがあるそうな。見たいなあ、聞きたい
なあ、これはどうも見とうて／＼、聞きとうて聞きとうてならんというは、世界に多分ある。
なれど、容易に見せる事は出けんで。又真に聞きたいと言う者には、そら聞かさにゃなら
ん。なれど、うっかり出せん。（明治33・9・14）」とのおさしづにも窺える。

それだけに、個人的におふでさきの出版を試みる動きや、ずさんな出版をする者が少な
くかかったようである。（「おふでさき公刊90年に思う」P14）
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『劇画教祖（おやさま）物語』全一冊愛蔵版1991

「おふでさき」は明治16年に警察の目をごまかすため、焼いて無いこと
になりました。しかし、実際は書き写されて信仰者に読まれていきました。



甲賀のおふでさき
明治26年の暮れ、滋賀県水口町の益智親友社を名乗る出版社が「おふでさき」の出版を計画し、こともあろうに初代真柱へ序文を求めてき
た。「おふでさき」は「焼いたもの」という建前をとっていた教会本部は突然の出来事に驚愕する。

事の起こりは甲賀支教会（現大教会）所属信者の私怨から出たことであった。当該の信者は自分にとって面白くない教会内事情の腹いせに、
益智親友社社長増井久次郎に「おふでさき」の出版を持ちかけ、甲賀支教会を窮地に追い込もうと考えた。実際に出版されることになれば全
天理教を震撼させる大事件となるかもしれなかった。協議を重ね、出版中止を求める甲賀支教会に対し、増井は印刷費などとして支払い不可
能な大金を要求してきた。事ここに至って初代会長山田太右衛門は役員の前で、全ては自分の不徳のため起こったこと、全責任は私がとる、
支教会長を辞し一信者として教祖ご苦労の道をたどりたいと悲痛な思いを吐露した。しかし会長辞任は役員たちから制止され、議論は紛糾し
混乱した。／ ところがその会議に突如益智親友社の増井社長が顔を出し、「おふでさき」出版を断念すると申し出た。呆気にとられた恰好の
みんなの前で、序文依頼に対する初代真柱からの返書を手にした増井は、その崇高でおおらかな墨跡に接し、このような偉大なる人格者に矢
を向けるが如き暴挙はできないと語った。／ こうして「おふでさき」出版事件は未遂に終わった。印刷は九分通り完成していたと見え、後甲賀
支教会の上級河原町分教会（現大教会）立ち会いのもと焼却された。後年、事の由を聞いたある本部員氏が一冊でも残ってないかと所望され、
あちこち探したが見つからなかったと言う。／ 益智親友社の「おふでさき」出版未遂事件については『甲賀の道』（天理教甲賀大教会刊）およ
び、山本素石著『大愚太右衛門』に詳しい。（『天理教文献余話』P8）

紀陽版おふでさき
天理教が教派神道の一派として独立した明治41年のころ、和歌山県の紀陽支教会（現大教会）では実際に「おふでさき」を印刷、出版した。こ
れを「紀陽版おふでさき」と呼ぶ。この出版は暫く教会本部の耳には入らなかった。ところが大正2年8月頃、本部の知るところとなり紀陽分教会
（明治42年改称）と上級敷島大教会では大騒ぎとなり、教会本部へ謝罪することとなった。

当時、建前上天理教教典が教義書であったことは前述した通りだが、「おふでさき」の写本を互いに筆写しあって密かに拝読していた。あまり
に筆写の希望が多いので、紀陽支教会では役員相談の上、身近にあった「おふでさき」写本を底本とし、極秘に印刷製本した。印刷が人々に
知れるとそれを求める行が次々に表れ、紀陽以外の教会の人たちの手にも渡ることとなった。このように広まればやがては教会本部の知ると
ころになるのは必定のこと。教会本部から訓戒を受けることとなる。
この「おふでさき」は現在天理図書館にも保管されているが、これまでに発見されたもの、全部で七種、明治41年、42年ころの印刷である。書

名は『御筆先』、『教祖御預言』の二種。／ －中略－ ／ 教祖自筆の「おふでさき」正冊と比較すると執筆年代の記載など異なるところ多く、
印刷の際、使用した底本は何度かの転写を経たものであろう。ともあれ、現在知られるところでは、「紀陽版おふでさき」が実際に印刷刊行され
た最も古い「おふでさき」だと言える。（『天理教文献余話』P10） 7



大正5年発行『評註御筆先』

8一号61～68

これは大正4年4月から5年8月まで天理
教祖の教えをテーマにした雑誌『新宗教』
を発行した大平良平（隆平）氏の手になる
ものです。『新宗教』は「教祖の伝記逸話を
蒐集しなければ悔を千載の後に残す」、ま
たこの事業は天理教徒一団のものではなく
「実に全人類の事業」であると宣言して創
められたもので、自立採算が取れるほどの
部数が出た（『己れに薄く、他に厚く』P265山本素
石.1993.立風書房）といわれます。同じ大平氏に
よる『評註御筆先』も3月には再版されてお
り、かなりの部数が出たと思われます。

大正14年安江明『御筆先』
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大正14年広池長吉『御筆先分類註解』 大正14年天理教同志会「御筆先訳文』
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昭和3年『おふでさき』公刊

10号45～48

1928（昭和3）年に天理教教会本
部から「おふでさき」が公刊されま
した。すでにふれたように一～十
七号を5冊に分けて4～8月に1冊
づつ刊行されました。下の本は7月
に発行された十～十三号を収めた
ものです。体裁は、現在発行され
ている『おふでさき付註釈』と同じ
で、上に本文、下に注釈という形で
す。
「三～五号」（5月刊）と「十～十三
号」（7月刊）の2冊は国会図書館
のホームページで閲覧、ダウン
ロードが出来ます。
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出版年 題名 出版者（団体） 内容等

1928（昭和3）年① おふでさき付釈義 天理教教義及史料集成部 4月から8月に1冊づつ、5冊刊行。〈2冊国会図書館公開〉

〃 おふでさき講習会録 『みちのとも』昭和3年11月20日号 第1回教義講習会（昭和3年10～11月）を収録。

1936（昭和11）年● おふでさき 著者中山みき発行人中山正善 教祖50年祭、立教百年祭の記念本

1937（〃12）年②● おふでさき釈義並に索引 天理教教義及史料集成部 現行の『おふでさき註釈』とほぼ同じ体裁。〈国会図書館公開〉

1939（〃14）年 おふでさき回収 天理教教会本部 文部当局からの独立当時の教典（明治教典）一式に則れ
との指示による。（『潮の如く』P39）

1940（〃15）年 おふでさき（縮刷四版） 相続人発行者中山正善 回収以後に発行されている。

1947（〃22）年➂ おふでさき釈義 天理教教義及史料集成部上田嘉成 昭和21年の『みちのとも』連載をもとに公刊、注釈付き。

1948（〃23）年2月 おふでさき講義 上田嘉成 GHQの指示で、「から」「にほん」を削除、1667首版。

〃 10月 おふでさき付釈義 天理教教会本部 GHQに説明し、削除分を回復、一部釈義を変更。

公刊以後の『おふでさき』出版の動き

（「おふでさき刊本小史－資料一覧」〈『天研』創刊号.巻末P3.安井幹夫.天理教校研究所.1996〉による）

1928年以後の『おふでさき』出版の状況をまとめました。①②③の番号は、「釈義の変更」で比較の対象になった本を示し
ています。このほかにそれぞれの本の再版、縮刷版、普及版、ポケット版等が発行されています。

回収対象は●のみ



〈革新の嵐〉の中で『おふでさき』は回収され処分された

1937（昭和12）年、盧溝橋事件を発端として日中戦争がはじまると、国の宗教団体に対する
監視が厳しくなりました。天理教に対しても 「革新的な体制を整備し実行する」ことが求め
られ、「教義儀式およびその他の行事は、すべて教典に依拠して行うこと」などが決められ
ました。その中で、1936（昭和11）年に各教会に配られた『おふでさき』と1937年の『おふでさ
き釈義並に索引』が回収されたらしい。対象になったのは、記念品的な上製本で、それ以
外の普及版、ポケット版等はそのまま残されたらしい。

【革新】
昭和11年（1936）に、教祖（おやさま）50年祭が盛大に執行された。引
き続き明けて昭和12年10月に予定されていた立教百年祭の執行を目

指して、全教が勇み立つ中、文部省は国家非常時体制の強化を期し
て、全宗教団体に対し、全面協力を要請してきた。各宗教団体かその
対応の道を歩む中、昭和13年11月4日、文部省より中山正善２代真柱

に招請があった。そのときに求められたのは、現下の諸情勢に即応で
きるような革新的な体制を整備し実行する、ということであった。天理
教は特に問題視されており、監視が一層厳しくなっているから、猶予
はできないとの指示であった。不本意ながら、当局の意を踏まえて協
議した結果、次のような重要事項の改変を決断した。すなわち、教義
儀式およびその他の行事は、すべて教典に依拠して行うこと。また、
泥海古記、元初まりの話に関連する教理は、今後一切説かないこと
などである。信仰的生命の浮沈に関わる事柄であったから、言語に絶
した苦しい決断であった。（『天理教事典第3版』P206） 12
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昭和15年に印刷発行された『おふでさき』

◇この本の特記すべきこと
は，昭和十五年に発行され
ていることである。昭和十三
年の革新とともに，十四年に
至って，各教会に下付され
ていた『おふでさき』『おさし
づ』が本部に回収された以
後のもので，「おふでさき」に
基づいての教理を説くことが
できなかった時代のもので
ある。どのような意図での発
行であるのか，調査が必要
である｡なお現在，本部詰所
で毎朝拝読されている『おふ
でさき』は，主としてこの十五
年版のものである。比較的
古い教会に散見することが
できる。（「おふでさき刊本小史－
史料一覧」安井幹夫『天研』創刊号.
巻末P19.1996.天理教校研究所）

1940（昭和15）年発行の『おふでさき』

1939年に『おふでさき』が回収されたにもかかわらず、翌年に普及版の四刷目が発
行されています。



釈義の変更
満州事変、いわゆる一五年戦争が始まるのが、1931年のことである。おふでさきの「復元」は、総力戦体制から戦後の占領下の大波に

飲み込まれ、紆余曲折を経たものだったことがわかる。それが信仰の根本の書であるがゆえに、回収や発行禁止を命じられた当時の
人々の心情を察するに余りある。そうした思いを踏まえつつ、その中でどのような釈義を与えてきたのかを振り返りたい。ここでは、28年
版・37年版・46年版を分析の対象にする。
釈義が最初に改訂された1937年という年は、35年8月の国体明徴声明、37年「国体の本義」が出され、「国民精神総動員運動」によって
思想統制が強化されていた。軍事的にも、31年の満州事変に始まり、36年の二・二六事件、37年の盧溝橋事件で日中戦争に突入するな
ど、戦争体制もまた増強された時期である。
一方、46年版の背景には、敗戦を経て、45年10月以後、すべての出版物はＧＨＱの事前の検閲を受けていたという事情がある。『みちの

とも』の連載で検閲を通った内容を単行本として出したときに禁じられたのは、雑誌とは検閲の部局が違っていたからである。このような、
それぞれの社会背景をまずは念頭においておこう。
28年版の釈義を基本として他を比較すると、後年の改訂においても、28年版がそのまま用いられている所が多い。しかし、37年版での修
正が46年版に引き継がれたもの、46年に再び28年版の釈義に戻された箇所もある。37年に釈義・註が削除されそのまま復活しなかったも
の、37年に削除され46年版で28年版とほぼ同文あるいは書き改めて復活した箇所もある。かなりの加除修正を施しつつ、教義理解を深め

ていることは明らかなのだが、その道筋はかならずしも一定していない。編纂の過程で、一首あるいは数首ごとに、より適切な解釈や表現
を追及してやまなかったと思われる。解釈・表現は決して固定的なものではない。
28年版から37年版の変更点のうち、①教祖とともに道を歩んだ中山秀司・こかんに関する点、②しんはしら・かんろだい・つとめに関する
点、③泥海古記に関する点、の三つが注目できる。／ －中略－ ／ ついで、37年版から46年版への変更を検討しよう。ここで大きく変

わったのは、白石梅夫の表現を借りれば、「国家主義のイデオロギーを前提とした意図的解釈」の削除であり、「から」と「にほん」に代表さ
れる記述である。（「『復元』と『革新』」幡鎌一弘.P153『戦争と宗教』所収.2006.おやさと研究所）

釈義の変更－28（昭和3）年版①、37（昭和12）年版②、46（昭和21）年版➂の比較

14

『おふでさき』には釈義（註釈）が付けられている。その註釈も版によって少しずつ違っている。その違いについ
て幡鎌一弘氏が検討している。28年版から37年版への変更点と、37年版から46年版へのそれが示されています。
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「おふでさき公刊90年に思う」は、「おふでさき」の半分以上が書かれた明治7，8年は教祖伝においても非常に重要

な時期であり、大和神社へ弟子を問答に行かせたことが発端になって、山村御殿への召喚などがあり、いわゆる「御
苦労」が始まったことを指摘しています。ここでは教祖伝の方から「おふでさき」の内容を考えてみましょう。

「ところで、おふでさきは、明治七年に三号から六号、同八年に七号から十一号と、全体の過半の号を執筆されている
が、この両年は教史上、重要な事柄が数々あった時期でもある。稿本教祖伝によると、明治七年には、六月十八日（陰
暦五月五日）に、かぐら面を迎えに行かれ、以後、毎月二十六日には、かぐら面を着用して、かぐら、てをどりと本づとめ
を勤めたとあるが、このことを予告されたお歌が、
このひがらいつの事やとをもている 五月五日にたしかでゝくる （四 3）

である。続いて、
たん／＼と六月になる事ならば しよこまむりをするとをもへよ （四 5）

と、証拠守りを渡すことを告げられている。
この年の秋、仲田、松尾の両氏を、「大和神社へ行き、どういう神で御座ると、尋ねておいで」と、問答に遣ら
れているが、このとき、おふでさきの三号、四号を持参している。この大和神社での問答がきっかけとなって、
石上神宮の神職による詰問、ついには県庁からの山村御殿への召喚と、所謂「御苦労」が始まることになる。同
年一月からご執筆の第三号には、
これからハ神の心と上たるの 心と心のひきやハせする （三 81）
これからハ神のちからと上たるの ちからくらべをするとをもへよ （三 83）

と、高山布教の宣言ともいえるお歌が含まれ、とりわけ「上」という言葉が、三号、四号（四月ご執筆）に集中的に登場し
ている。（ 「おふでさき公刊90年に思う」P19）

「おふでさき」は社会の動きを反映している



「六月」とは何か－「大和神社へ行き、どういう神で御座ると、尋ねておいで」

「おふでさき」に「六月」という言葉が2回出てきます。
四号5．たん／＼と六月になる事ならば しよこまむりをするとをもへよ

119．けふの日ハなにがみへるやないけれど 六月をみよみなでかけるで
どちらも明治7年4月に書かれています。煩雑ではありますが、二つのおうたの註釈を年代別に掲げておきます。三つの版ともほぼ同じで
す。三つとも同じだからこの解釈が正しいと言えるでしょうか。
『おふでさき通訳』（芹沢茂.1981.道友社）という本には、119の解説として、

この上（115）へ話を伝えることは、何のことかと当時の人々は思っていたと推測されるので、これは六月になったら実際に現わ

れて来ると言われているのである。史実としては何を指すかはよくわからないが（四号五参照）、これがいわゆる「大和神社の事
件」となって現われていることは明らかである。（P169）

「よくわからないが・・・・明らかである」というのは変な言い方ですが「註釈」と全く違う意味があることを提示しています。
「六月」と「大和神社」はどう結びつくのでしょうか。

四号5．〔たん／＼と六月になる事ならば しよこまむりをするとをもへよ〕
【昭和3年版註釈】→《五、註 「しよこまむり」とは、「証拠守」であって、ぢばの親里へ帰つて来て願い出る者に、帰つて来た証拠として

与える神符で、これは明治七年六月から始められたものである。》
【昭和12年版註釈】→《五、註 しよこまむり とは、証拠守 であって、親里へ帰つて来て願出る者に、帰つて来た証拠としてお与へ下さる

神符で、これは明治七年六月から始められたものである。》
【現在版註釈】→《五、註 しよこまむりとは、証拠守りであって、親里であるぢばへ帰って来て願い出る者に、帰って来た証拠として与える

神符で、これは、明治七年六月から始められたものである。》

四号119．〔けふの日ハなにがみへるやないけれど 六月をみよみなでかけるで〕
【昭和3年版註釈】⇒《一一九、今の処、何が見えて来るといふではないが、六月を見よ。因縁の深いものから、親神の教を聞かうとして、

続々ぢばをさして出かけて来るぞ。註 「6月」は本号四、五参照。》
【昭和12年版註釈】⇒《百一九、今の処、何が見えて来るといふではないが、六月を見よ、珍しい道が見えて来る。註 6月は、本号四、

五参照。》
【現在版註釈】⇒《一一九 今の処、何が見えて来るというのではないが、六月を見よ、珍しい道が見えてくる。 註 明治七年六月から、

証拠守りをお出しになった。本号五参照。》 16
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「六月」に大和神社はご神体を替えた

『復元32号－御教祖伝史実校訂本中二』の336ページの記事を読むと、大和神社では明治七年六月二

十三日に、御神体を取り換える儀式を行なっています。昔からの御神体は古代に火災のために焼けてし
まったとして、新たに御神体を下げ渡してくれるようにと、新政府に願い出、その結果、大国魂神の八尺瓊
の勾玉は玉一粒に、八千戈神の広矛は剣に、御歳神の八握厳稲は鏡に、それぞれの御神体を換えました。

大和神社は本来大国魂大神（国津神）をお祀りする神社であったのに、明治になって天皇家の先祖とさ
れる天照大神を重要視する政府の方針に合わせて、その三種の神器に御神体を替えてしまったのです。
そこへ「どういう神で御座ると、尋ねておいで」と仲田、桝井の両名を大和神社へ行かせたのが教祖であっ
たのです。



二代真柱様は、『復元』誌の創刊号に、復元と復旧とは同
じでないとし、「あくまでも、元を極め、根源をたづねる所に
復元の意義があり復元の活力があると信ずる」と記されて
いる。

教え本来の姿に立ち返って、世界一れつをたすけ、陽気ぐ
らしの世の中を実現する歩みを、信念をもって進めるという
意味では、復元は今日の課題でもある。 （「おふでさき公刊90
年に思う」P21）

『
復
元
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刊
号
・
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六
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大和神社がご神体を三種の神器に替えるような時代
の流れは、明治、大正、昭和と時代が下るに従い、国民
の中に浸透しそれに逆らうことは困難になってきます。
昭和14年の「おふでさき」の回収、「革新」の動きはそれ

を表しています。そのような時代に「大和神社事件」の真
相を伝える「註釈」を付け得たでしょうか。
昭和20年の日本の敗戦によってその流れは中断した

ように見えますが、今現在も私たちの心を大きく支配し
ているのが現実ではないでしょうか。

「おふでさき」の中には教祖の思い、神の思いが濃厚
に込められています。それは何度「おふでさき」の字面だ
けを読んでも分かるものではありません。それが書かれ
た背景を理解してこそ初めて分かるものです。

「おふでさき」が真に「人間の聖典」になるためには、時
代背景や教祖の家族関係を理解することが必要です。
そこに本来の「復元」があります。

「おふでさき」を「人間の聖典」にするために－「復元」の真意


